
















Ⅰ.はじめに

気管支喘息児(以下患児)が,家庭,学校および地域社会で生活する場合,発作を

誘発せず,しかもできるだけ自由に生活させることが望ましい。しかし,従来,

その客観的な規準が存在しなかった。多くの場合,医師や家族,養護訓練施設で

の経験にもとづき,また,患児の自覚症状などから発作の程度をおしはかって,

生活の規準を決めていたにすぎない。この場合,発作の誘発を恐れるあまり過

保護に陥り易かったり,反対に,鍛練によって喘息を克服しようと意図するあま

り,過度の鍛練を行ない発作を誘発することがしばしば認められた。


